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宿泊産業活性化推進事宿泊産業活性化推進事業宿泊産業活性化推進事業
　市では「宿泊産業活性化推進事業」の中で、市内を４つのエリアに分け、宿泊事業所
のみなさまと共にワークショップを通じて、地域ごとの特色や資源の掘り起こしを行っ
てきました。
　そこで掘り起こされた特色や資源をもとに、「もっと鳥羽の魅力を知ってもらいたい」
という想いから、鳥羽の豊かな食資源をテーマとした新しい旅を提案する試みとして
「ぐるとば春のおさんぽ」と題した体験プログラムを、３月１６日（金）～２５日（日）の
１０日間にわたって市内各地域で開催します。

観光課観光企画係　　　㉕１１５５　

３月16日（金）～25日（日）

「ぐるとば　春のおさんぽ」

あなたの知らない鳥羽を味わう10日間あなたの知らない鳥羽を味わう10日間

鳥
羽
に
は

こ
ん
な
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
！
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　2月19日（日）～21日（火）の3日間にわたり、立教大学観光学部の安島博幸教授と同大学
観光学研究科の大学院生ら6人がモニターツアーに参加し、「ぐるとば春のおさんぽ」の
中から10のプログラムの体験をしました。モニターツアー後には意見交換会を開催し、体
験プログラムの感想や改善点を話し合いました。

「ぐるとば　春のおさんぽ」モニターツアーを実施しました。
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「
」

ポスターが完成しました
の

　長い髭と腰の曲がった姿から、長寿を祝う縁起物とされてきた伊勢えび（秋）、祝いの席には欠かせな

い鯛（春）、熨斗鮑として、伊勢神宮の神事に用いられる神饌であり、長寿の縁起物でもある鮑（夏）、祝

いの要素を備えたこの三つの海の幸を鳥羽市では「日本の祝い魚」とし、ＰＲしていきます。

　今回、日本の祝い魚３種を浮世絵タッチのイラストで表現したＰＲポスターが完成しました。今後、

平成25年の伊勢神宮式年遷宮に向けて、鳥羽の年間を通した食の魅力を、首都圏をはじめ、関西・東

海エリアにおいてＰＲしていきます。

ひげ

の し あわび あわびしん せん

　鳥羽市では、平成２３年３月の東日本大震災の影響による、市内観光客・宿泊客
の減少に対応すべく、平成２３年７月から、近畿日本鉄道株式会社とタイアップし、
鳥羽市への誘客に取り組んできました。
　このたび、近畿日本鉄道株式会社とタイアップした３回目のキャンペーンとして、
日本の祝い魚 “鯛” が旬を迎える平成２４年３月から４月にかけて、「日本の祝い魚
　第二弾　鳥羽に “祝泊旅”しタイ！キャンペーン」を実施し、鳥羽への春期宿泊誘
客を図ります。キャンペーン実施にあわせて、鳥羽の「海の幸」である海藻類を “真
珠の海七草” と総称したＰＲもスタートします。
　期間中は、鳥羽市内で “鯛” および “真珠の海七草” に関するサービスやイベントを
展開し、春の食の魅力を体感いただける機会とします。


